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   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   7/10     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  31/438    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/407    (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ 471/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/16    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  23/00    　　　　
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   Ｃ０７Ｄ 491/107   ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 491/20    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/438   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/407   　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月22日(2014.4.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項８】
　不安状態、ストレス、てんかん、アルツハイマー病、老人性痴呆、学習及び記憶障害、
禁断症状、アルコール乱用又は薬物乱用又は医薬乱用、アルコール依存症又は薬物依存症
又は医薬依存症、性的機能障害、心臓血管疾患、低血圧症、高血圧症、難聴、腸の運動性
の不足、摂食障害、拒食症、肥満症、運動器官障害、尿失禁の治療のため、筋弛緩剤とし
て、又はオピオイド系鎮痛剤を用いた治療の際の同時投与のため、利尿又は抗ナトリウム
利尿、抗不安のため、運動活力の調節のため、神経伝達物質放出の調節のため、禁断症状
の治療のため又はオピオイド依存症の可能性の低下のための医薬を製造するための、個々
の立体異性体又はその混合物、又は遊離化合物又はその生理学的に許容される塩の形にあ
る請求項１から５のいずれか一項に記載の化合物の使用。
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